
　本校は「花と緑と歌声のある学校」を目指し、
緑化活動や栽培活動に取り組んでいます。
　学校の裏には、地域からお借りした畑があり、
ふれあい農園として、学年毎に花や野菜を育てて
います。地域の方々にご協力頂きながらの農園で
の活動は、地域の方々と触れ合う大切な機会であ
り、また土に直に触れ命を感じる重要な体験と
なっています。
　今後も自然に親しみ、命を大切にする気持ちを
育んでいきたいと思っています。
　大崎市立敷玉小学校　校長　本田　結城子

大崎市立敷玉小学校　農業体験大崎市立敷玉小学校　農業体験

大崎 市大崎 市大崎市

主　な　内　容
●

●
●
●
●
●
●
●
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本
委
員
会
は
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、
地
域
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
優
良
農

地
の
確
保
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
地
域
農
業

者
の
代
表
と
し
て
次
の
重
点
事
項
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

①
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
相
互
の
連
絡
調
整
の
強
化

及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
た
農
地

集
積
・
集
約
化
の
促
進
、
並
び
に

地
域
計
画
の
策
定

②
農
地
と
担
い
手
対
策
、
農
業
・
農

村
の
活
性
化
対
策
に
重
点
を
置
い

た
活
動

③
農
業
を
担
う
多
様
な
人
財
の
確

保
・
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
女

性
や
若
い
農
業
者
の
登
用
に
向
け

た
会
議
や
研
修
会
の
開
催

④
優
良
農
地
確
保
の
た
め
の
農
地
制

度
の
適
正
執
行
の
推
進

⑤
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消

対
策
の
強
化

⑥
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及
と
加
入

推
進
の
強
化

⑦
地
域
農
業
者
へ
の
情
報
提
供
活
動

の
強
化
及
び
農
業
者
等
か
ら
の
意

見
集
約
と
関
係
機
関
等
へ
の
改
善

策
提
案

令
和
六
年
度
　
事
業
計
画

　

四
月
二
十
五
日
（
木
）
開
催
の
第
一
回
総
会
に
お
い
て
令
和
六
年
度
の
事
業
計
画

を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
二
十
五
日
（
火
）
開
催
の
第
三
回
総
会
に
お
い
て

七
月
二
十
日
か
ら
の
専
門
委
員
会
委
員
を
新
た
に
選
任
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

委

員

長　

佐
々
木　

正　

彦

�

（
田
尻
地
域
）

副
委
員
長　

菅　

原　

清　

一

�

（
古
川
地
域
）

※
（
会
長
・
会
長
職
務
代
理
者
以
外
の

全
て
の
農
業
委
員
は
農
地
委
員
会
に

所
属
し
ま
す
。）

委 

員 

長　

中　

條　

泰　

洋

�

（
古
川
地
域
）

副
委
員
長　

只　

埜　

和　

臣

�

（
松
山
地
域
）

委　
　

員　

菅　

原　

ひ
ろ
み

�

（
田
尻
地
域
）

委　
　

員　

布　

塚　

幸　

子

�

（
岩
出
山
地
域
）

委　
　

員　

佐
々
木　

ひ
ろ
子

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

下　

山　

信　

行

�

（
鹿
島
台
地
域
）

委　
　

員　

髙　

橋　

英
理
子

�

（
鳴
子
温
泉
地
域
）

委　
　

員　

鈴　

木　
　
　

至

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

佐　

藤　

裕　

之

�

（
岩
出
山
地
域
）

委　
　

員　

佐
々
木　

俊　

通

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

菅　

原　

ま
り
子

�

（
岩
出
山
地
域
）

委 

員 

長　

中　

鉢　
　
　

守

�

（
鳴
子
温
泉
地
域
）

副
委
員
長　

櫻　

井　

正　

幸

�

（
松
山
地
域
）

委　
　

員　

小
野
寺　

正　

晃

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

中　

本　

奈　

美

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

白　

川　

知　

則

�

（
岩
出
山
地
域
）

委　
　

員　

高　

橋　

順　

子

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

齋　

藤　

真
理
子

�

（
鹿
島
台
地
域
）

委　
　

員　

佐　

藤　

伸　

幸

�

（
田
尻
地
域
）

委　
　

員　

佐
々
木　
　
　

大

�

（
田
尻
地
域
）

委　
　

員　

中　

森　

昭　

悦

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

今　

野　

久　

男

�

（
岩
出
山
地
域
）

農

地

委

員

会

農

政

委

員

会

企
画
広
報
委
員
会

専
門
委
員
会
委
員
紹
介

基　

本　

方　

針

重　

点　

事　

項
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毎
年
、
年
二
回
開
催
し
て
い
る
一
日
女

性
農
業
委
員
会
。
今
年
度
第
一
回
目
は
、

七
月
二
日
十
時
か
ら
大
崎
市
役
所
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
市
内
各
地
域
か
ら
推
薦
さ

れ
た
女
性
と
、
管
内
で
農
業
を
学
ぶ
高
校

生
、
県
農
業
大
学
校
の
学
生
を
交
え
て
二

十
三
名
の
参
加
で
し
た
。

　

ま
ず
、
会
長
よ
り
委
嘱
状
の
交
付
が
あ

り
、
そ
の
後
少
々
緊
張
気
味
の
な
か
、
そ

れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
。
今
回
は
女
性
農
業
者

の
他
に
飲
食
業
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
こ
の
会
の
主
旨
の
一
つ
「
農
業
委

員
会
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
し
て

委
員
会
の
概
要
と
活
動
内
容
を
各
役
員
が

説
明
。
続
い
て
、
今
で
は
電
子
版
で
も
購

入
で
き
て
週
一
回
手
元
に
届
く
便
利
な
農

業
新
聞
、
老
後
の
安
心
に
是
非
農
業
者
年

金
加
入
を
！
と
、
女
性
農
業
委
員
よ
り
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
本
木
地
域
で
パ
ン
工
房
を

経
営
さ
れ
て
い
る
大
友
真
弓
さ
ん
か
ら

「
み
ん
な
の
笑
顔
が
私
の
喜
び
」
と
題
し

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

家
族
や
ご
近
所
に
配
っ
て
い
た
パ
ン
が

商
品
と
な
り
、
多
く
の
お
客
様
に
喜
ば
れ
、

苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
手

捏
ね
に
こ
だ
わ
り
パ
ン
を
つ
く
る
人
で
あ

り
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
熱
気

に
包
ま
れ
、
そ
の
後
い
た
だ
い
た
塩
パ
ン

は
と
て
も
味
わ
い
深
い
も
の
で
し
た
。

　

午
後
は
、
こ
の
会
の
最
も
重
要
な
意
見

交
換
会
で
す
。
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
農
業
に
対
す
る
女
性
の
思
い
と
題
し

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
の

中
に
は
「
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
を

解
消
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
ほ
し
い
」

「
中
山
間
地
の
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。

空
家
を
利
用
し
移
住
対
策
を
早
急
に
考
え

て
ほ
し
い
」
、
学
生
さ
ん
か
ら
は
「
刈
払

い
機
な
ど
女
性
向
け
に
軽
い
も
の
に
出
来

な
い
か
」
な
ど
女
性
目
線
の
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
飲
食
業
を
営
む
委
員
か

ら
は
「
大
崎
に
は
素
晴
ら
し
い
食
材
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
皆
さ
ん
が
手
塩
に
か
け
た

野
菜
を
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ

て
食
べ
て
い
た
だ
き
広
め
て
い
き
た
い
」

と
力
強
い
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
委
員
皆
様
の
意

見
を
市
に
政
策
提
案
し
、
こ
れ
か
ら
の
農

業
振
興
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
十
一
月
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
皆
様
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

�

　

※
後
援
「
み
や
ぎ
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ス
21
」

取
材　

高
橋　

順
子
委
員

取
材　

高
橋　

順
子
委
員
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　　古川
地域

わくわく農業体験!!わくわく農業体験!!わくわく農業体験!!
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取
材　

白
川　

知
則
委
員

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

　

岩
出
山
池
月
地
区
で
、
繁
殖
牛

飼
育
と
水
稲
栽
培
を
し
て
い
る
阿

部
知
洋
さ
ん
と
佳
奈
さ
ん
で
す
。 

　

知
洋
さ
ん
は
、
宮
城
県
農
業
大

学
校
在
籍
中
に
受
精
資
格
を
取
得

し
卒
業
後
に
二
十
一
歳
で
就
農
し

繁
殖
牛
は
三
十
頭
を
飼
育
し
て
お

り
ま
す
。

　

知
洋
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
仔

牛
を
健
康
に
育
て
購
入
し
て
頂
け

る
肥
育
農
家
に
喜
ん
で
も
ら
う
の

が
一
番
」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
昨
年
を
上
回
る
二
十

三
頭
の
出
荷
予
定
。

　

ま
た
水
稲
は
、
主
食
米
の
「
ひ

と
め
ぼ
れ
」
を
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

「
飼
料
用
米
」
を
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

栽
培
し
、
昨
年
並
み
の
収
穫
を
見

込
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

佳
奈
さ
ん
と
は
、
知
人
の
紹
介

で
知
り
合
い
結
婚
し
、
四
人
の
子

供
を
授
か
り
家
族
全
員
で
楽
し
く

農
業
経
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
認
定
農
業
者
を

取
得
し
、
農
業
委
員
会
で
進
め
て

い
る
地
域
計
画
へ
協
力
し
利
用
農

地
拡
大
に
向
け
日
々
頑
張
る
意
気

込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
の
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

取
材　

齋
藤　

真
理
子
委
員

　

今
回
は
、
鹿
島
台
大
迫
地
区
で
ご
夫
婦

で
乳
牛
を
飼
育
し
て
い
る
中
居
林
美
紀
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

問　

農
業
に
興
味
を
持
ち
携
わ
っ
た
き
っ

か
け
は
？

答　

実
家
が
酪
農
家
だ
っ
た
の
で
幼
稚
園

の
頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
の
と
、
父
の
体
調

不
良
を
き
っ
か
け
に
家
業
を
継
ぐ
決
心
を

し
ま
し
た
。

問　

経
営
内
容
は
？

答　

酪
農　

親
十
頭
、
育
成
五
頭
、
繁
殖

一
頭
（
ほ
ぼ
ペ
ッ
ト
で
す
）

問　

農
業
を
や
っ
て
い
て
大
変
だ
と
思
う

こ
と
は
？

答　

経
営
で
す
。
最
近
は
消
費
の
減
少
と

餌
代
の
高
騰
で
か
な
り
経
営
が
大
変
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
生
き
物
相
手
な
の
で
休
み
は

な
い
で
す
。
一
泊
等
の
時
は
主
人
と
交
代

で
。
大
変
と
言
え
ば
大
変
だ
け
ど
、
動
物

が
好
き
な
の
で
、
体
は
疲
れ
る
け
ど
楽
し

く
や
っ
て
ま
す
。

問　

農
業
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思

う
こ
と
は
？

答　

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
出
来
る
し
、

美
味
し
い
牛
乳
が
飲
め
る
。　

問　

今
後
の
抱
負
は
？

答　

う
ち
で
絞
っ
た
牛
乳
を
使
っ
た
「
プ

リ
ン
」
を
鹿
島
台
の
材
料
で
作
っ
て
販
売

出
来
た
ら
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　

あ
と
、
頭
数
を
増
や
し
て
ヤ
ギ
や
ニ
ワ

ト
リ
等
子
ど
も
達
が
触
れ
合
え
る
観
光
牧

場
を
し
て
、
鹿
島
台
を
活
性
化
さ
せ
た
い

で
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
人
用
の
自
然
療
法

『
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ロ
マ
』
を
牛
の
健
康
維

持
に
使
っ
て
い
て
、
獣
医
に
か
か
る
割
合

が
減
少
し
た
の
で
、
み
ん
な
に
広
め
た
い

で
す
。

　

牛
に
対
す
る
温
か
い
愛
情
あ
ふ
れ
る
、

と
っ
て
も
明
る
い
ご
夫
婦
に
私
も
癒
さ
れ

て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

鹿島台地域　中居林　美　紀 さん（３３）

岩出山地域

阿　部　知　洋 さん（３４）

　　　　佳　奈 さん（３２）

美紀さん（右）と夫の柊さん
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詳しい年金額
シミュレーションはこちら▶

内容やご相談は、「農業委員会」または「ＪＡ」へ
お問い合わせください。

3つの要件を満たす方は、誰でも加入できます。

※国民年金保険料納付免除者を除く※国民年金保険料納付免除者を除く ※60歳以上65歳未満の国民年金
任意加入者も加入できます

※60歳以上65歳未満の国民年金
任意加入者も加入できます

農業者年金で生活の安定を考えませんか?
農業者年金は、積立方式・確定拠出型の

安心・安全な公的年金です

農
業
者
年
金
受
給
者
の
声

�

取
材
　
中
本
　
奈
美
委
員

古川地域

木村　一
ひと

志
し

 さん（７７）

　

古
川
耳
取
地
区
の
木
村
一
志
さ
ん
は
、

「
作
業
場
も
車
庫
も
手
作
り
し
て
ね
、
今
は

味
噌
も
作
る
ん
だ
。
思
っ
た
事
は
何
で
も
実

行
す
る
の
が
元
気
の
も
と
！
」
と
豪
快
に
笑

い
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
息
子
さ
ん
ご
夫
婦

と
一
緒
に
、
二
十
五
町
歩
の
田
を
は
じ
め
、

大
豆
や
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
、
作
付
け
面
積

も
豪
快
で
す
。

　

一
志
さ
ん
は
若
い
頃
、
ご
自
分
の
農
地
を

拡
大
す
る
資
金
作
り
の
た
め
に
、
農
業
者
年

金
を
一
旦
退
会
し
て
、
そ
の
後
再
加
入
し
た

経
験
が
あ
る
そ
う
で
す
。
も
っ
た
い
な
か
っ

た
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
息
子
さ
ん
に
は
継

続
し
て
掛
け
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

る
そ
う
で
す
。「
老
後
の
資
金
と
し
て
絶
対

に
必
要
だ
か
ら
」
と
。

　

農
業
の
勉
強
を
兼
ね
た
海
外
旅
行
が
趣
味

と
の
こ
と
。
毎
年
の
よ
う
に
海
外
へ
行
き
、

地
元
の
人
々
と
交
流
す
る
の
が
一
番
の
楽
し

み
だ
け
れ
ど
、
落
ち
着
い
た
ら
一
緒
に
行
こ

う
と
計
画
し
て
い
た
奥
様
が
早
く
に
亡
く
な

ら
れ
た
こ
と
が
残
念
・
・
・
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

 

岩
出
山
地
域
の
史
跡
名
勝
「
旧
有
備
館
及
び
庭
園
」
の

西
道
路
を
南
へ
約
六
〇
〇
ｍ
進
む
と
、
左
手
に
お
し
ゃ
れ

な
建
物
が
見
え
て
き
ま
す
が
、
こ
こ
が
マ
ル
シ
ェ
の
会
場

で
す
。
運
営
は
、
愛
知
県
出
身
で
㈱
ブ
ル
ー
フ
ァ
ー
ム
代

表
の
早
坂
正
年
さ
ん
。
東
日
本
大
震
災
を
機
に
兼
業
農
家

の
奥
様
の
実
家
に
移
り
住
み
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
て
東
北

の
食
と
農
業
を
応
援
し
よ
う
と
、
二
〇
一
四
年
に
仲
間
と

現
在
の
会
社
を
興
し
、
二
年
後
に
は
気
軽
に
相
談
に
立
ち

寄
れ
る
よ
う
に
と
、
バ
タ
ー
サ
ン
ド
が
評
判
の
「
ブ
ル
ー

フ
ァ
ー
ム
カ
フ
ェ
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
ま
す
。
最
近

力
を
入
れ
て
い
る
地
域
の
人
づ
く
り
の
拠
点
が
新
た
に
完

成
し
た
こ
と
か
ら
、
カ
フ
ェ
に
加
え
て
人
と
物
の
交
流
の

場
に
な
れ
ば
と
、
昨
年
十
二
月
末
か
ら
始
め
た
の
が
マ
ル

シ
ェ
と
の
こ
と
で
す
。
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
や
コ
メ
な
ど

が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
回
を
追
う
ご
と
に
品
数
も
増
え
交

流
の
輪
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

神輿型陳列台を制作した神奈川大学の学生達と早坂さん（右端）

場　所／大崎市岩出山大学町144-10
期　間／毎月末土日
時　間／マルシェ：午前10時～午後3時
　　　　カ フ ェ：午前10時～午後4時
　　　　　　　　　（ラストオーダー3時）
連絡先／ブルーファーム株式会社
　　　　代表　早坂　正年
　　　　☎0229-25-5442

営
　
業
　
情
　
報

岩出山
地　域
「
と
れ
た
て
産
地
直
送
マ
ル
シ
ェ
」

�

取
材
　
今
野
　
久
男
委
員
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農地等利用状況調査を実施しています
　遊休農地や農地の無断転用の実態を把握するため、８月から９月にかけて農業委員会による

農地の利用状況調査を実施しています。

　調査で判明した遊休農地の所有者等に対しては、「利用意向調査」を実施するほか、農地法

の許可を受けずに宅地や資材置き場などに利用している農地が確認された場合は、健全な農地

の維持と有効活用を図るため、当該農地の所有者や使用者へ指導を行います。

農地を次世代に引き継ぐための地域計画に取り組みましょう!

〈現況〉

【目標地図イメージ】

〈当初　目標地図〉 〈将来　目標地図〉

離農
したい

徐々に完成度を
高めていきましょう

拡大
したい

出し手 受け手受 手

このままでは地域の農地を維持できない！
課題解決のために地域計画の策定に取り組んでいます。ぜひご協力をお願いします。

農地を貸したい
けど誰が借りて
くれるかな。

後継者がいないし
機械が壊れるまでかな。

農地を貸して
いるけど

いつまで耕作
してくれるかな。 近場で

規模拡大
したい！

農地が
バラバラにあって
移動が大変だ。

農地を
借りたいけど
誰の農地で
誰が相続
してる？

これ以上
農地を
引き受け
きれないな。

荒れた農地
から悪影響が
あると不安。
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編集：企画広報委員会 　
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お
問
い
合
わ
せ
先
　

　
大
崎
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
23-2219　

　
松
山
事
務
所
　
☎
55-2111　

　
三
本
木
事
務
所
　
☎
52-2112　

　
鹿
島
台
事
務
所
　
☎
56-7111　

　
 岩
出
山
事
務
所
　
☎
72-1211　

　
鳴
子
事
務
所
　
☎
82-2111　

　
田
尻
事
務
所
　
☎
39-1111

【農業委員会事務局の事務室移転について】

【農地相続時の手続きについて】【農地相続時の手続きについて】

農地を相続したときは・・・

相続登記の手続きを
         法務局に申請します。

※令和 年 月 日から相続登記の申請が義務化されました。
　詳しくは、法務局へお問い合わせください。

　　　　仙台法務局古川支局（☎0229-22-0510）

相続登記が完了しましたら、
　　農業委員会に届出します。

※届出の際は、「登記完了証」など相続したことが確認できる
　書類をご持参ください。
　詳しくは、事務局へお問い合わせください。

　　　大崎市農業委員会事務局（☎0229-23-2219）


